
～ 令和8年1月31日

（対象者数） 2 （回答者数）
0

～ 令和7年11月30日

（対象者数） 2 （回答者数）
2

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

利用児が増加する中でも希望に応じた療育が提供できるよ

う、支援体制を充実していく。

また、同事業団内のにじの子では就学児を対象としたPT

以外の療育を行っているため、必要に応じた連携をとって

いく。

2

親子通園を継続するとともに、研修等による計画的な育成

により、提供する療育の専門性を確保していく。

3

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

新施設への移転計画があるので、それに伴ってより求めら

れるニーズに対応できるよう準備していく。

2

3

みつばち園の児童発達に通所していた児童の継続的支援が

行える。

利用希望児の増加により通所日数が限られるが、より多く

の児童が利用できるよう取り組んでいる。

○事業所名 すみだ福祉保健センター　みつばち園

○保護者評価実施期間
令和7年12月1日

○保護者評価有効回答数

○従業者評価実施期間
令和7年11月1日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日
令和8年3月10日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

みつばち園ではPT以外の児童に関わる専門スタッフが揃っ

ている

他専門職との連携を図ることができる。

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

施設の老朽化が目立つ。 現施設は、老朽化した複合施設のため、設備拡充による対

応が困難となっている。

放課後等デイサービス 事業所における自己評価総括表公表


